


市立岸和田市民病院の物語
市立岸和田市民病院 副院長、 患者支援センタ ー長 尾上雅彦

令和4年は岸和田市制100周年の記念の年でした。いろいろな催しが開催されていたかと思います。そん
ななか、市立岸和田市民病院は設立されてからどのくらい経っているのだろうという素朴な疑問を感じ、色々
な資料を調べてみたところ、資料によってそれぞれ記載が少しずつ異なっていることが判明しました。そこで
この機会に正確な史実を調査して記録に残し、市民の皆さんにもご紹介させ ていただくことにいたしました。

大正11年11月1日、旧岸和田町（明治45年1月に岸和田町、岸和田浜町、岸和田村、沼野村が合併）が
市制を施行して人口約3万人の岸和田市が誕生しました。この頃にはまだ岸和田市には公的な ‘‘病院 ’'があり
ませんでした。大正12年末に創設された寺田萬寿病院などの民間病院や開業医さんが地域の医療を支えて
いたのです。もちろん このころはまだ国民皆保険制度はありませんでしたので、医療は必ずしも身近なもので
はなく、一般には医療を受けるにはたいへんお金がかかりました（国民皆保険制度が実施されるのは昭和3
6年になるまで待たねばなりませんでした）。

当時は大流行したコレラなどの法定伝染病の患者さん を隔離す るために、大正8年9月に設立された隔離
病舎が上野町にありましたが（地元では避病舎とも呼ばれていました。近くに宮池という池があり、病舎の周
りは焼き丸太の高い柵で囲われた平屋建ての建物だったそうです。元々は並松町あたりにあったらしいのです
が大正8年9月に上野町に新設されました。）、現在の病院とは全く異質のものでした。岸和田市 市政施行後
は市医であった医師が管理、治療に当たっていたようです。

時代が進み、市民の保健衛生や医療への関心が高まり、昭和4年には市議会で無料診療所設置の議案が
上程されましたが、これは成立はしませんでした。ようやく昭和12年に、岸和田市、山直町、春木町、南掃守
村、土生郷村、八木村で岸和田市外五ケ町村病院組合が設置され、組合役場 を南掃守町に設置し、組合立
病院（公立病院）が開院となりました。現在のところ、これをもって岸和田市民病院の創設と考えるのが妥当
なようです。

その後、八木村は春木町と合併、土生郷村は岸和田市と合併し、残った岸和田市ほか春木町、山直町、南
掃守村の3ヶ町村で昭和16年5月1日に西之内町496番地（現在の加守町）に市 町村組合立、公立大宮病
院が開院となりました。（写真l、2、3)。写真4は公立大宮病院時代の “病院の栞” です が、この栞の中の
地図によれば、公立大宮病院は春木競馬場（現在の中央公園）の向かい側で、旧岸和田市民病院があった場
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公立大宮病院
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公立大宮病院の診察券
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